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GE のワークステーション、Advantage Workstation(以下 AW)は 1994 年に登場し、MDCT と共に進化して参










































































異なる至適心位相であった場合には 2 種類の 3D 解析を行わなければなりません。 




CardIQ Xpress Reveal は、前述のとおり従来のバージョンに比べ冠動脈の自動解析精度を向上させました。
この高精度な血管認識により実現した GE 独自の Intelligence Algorithm から、モーションの形状、方向、
強度などをトラッキングすることでモーションアーチファクトを抑制した画像を得ることが可能です。 
SnapShot Freeze(以下 SSF)は、CT 側と AW 側の 2 段階の工程があります。 
まず、CT 側で SSF を有効にした再構成を行うと、指定した心位相の±80msec の 3 種類の画像が再構成
















きるため、オリジナル画像でしっかりと確認し、必要に応じて IBR 選択が可能です。(図 6) 
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【大動脈・大腿動脈評価】 
  大動脈および大腿動脈の評価は VR 像、MIP 像、血管の CPR、直行断面像で行っています。AW では、
大血管解析用のプリセットを選択することで、骨が削除された MIP 像、VR 像、さらに CPR、直行断面像
を自動的に得ることが可能です。（図 8） 
 











3D や 2D の画像処理が当たり前となり、ワークステーションが欠かせなくなった昨今では、診断科の先
生方だけではなく、診療科の先生もワークステーション機能を求めるご施設や、教育用に複数のワーク
ステーションを準備するご施設も増えてきました。 
2010 年に登場したネットワーク型の AW、AW Server は、シンクライアント技術を用いることによって、
サーバー本体で大量のデータを処理し、結果のみをクライアント PC で参照するといった、いわゆるク
ライアントサーバー型を採用しているため、クライアントコンピュータに過度なスペックの必要がなく、
院内のあらゆる PC からアクセスして身近で手軽に AW 機能を使用することができます。 
AW  Server の最大のメリットは、画像処理に必要な画像データを共有し、一括管理できることです。た






トが新しいバージョンの AW  Server を使用することができるため、経済的にも有効にお使いいただくこ
とができます。 
このように、AW は、スタンドアローンである AW VolumeShare シリーズにおいて、単に 3D を作成する
だけでなく、画像診断撮影装置の進化に合わせ、あらゆる診断、治療の場面を想定し進化し続けていま
す。 
また、これら洗練されたアプリケーションをいつでもどこでも提供できる環境を AW  Server が実現しま
した。 
画像診断撮影装置、ワークステーション、PACS システム、あらゆるジャンルの機器が進化、発展してい
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く中、そろそろそれらを横串で繋ぐアプリケーションも重要になってきています。 
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